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年代 番号 辞典名 編著者名 出版社 出版年月 収録語数
初期
I 日用舶来語便覧 棚橋一郎鈴木誠一 光玉館 1912.4 1500
II 文学新語小辞典 生田弘治 新潮社 1913.10 1400
III 外来語辞典 勝屋英造 二松堂書店 1914.2 7000
中期
IV ポケット顧問 や，此は便利だ 下中芳岳 平凡社 1918.8（改訂再増補） 1400
V 現代新語辞典 時代研究会 耕文堂 1919.2 2600
VI 訂正増補新らしい言葉の字引 服部嘉香植原路郎 実業之日本社 1919.3 2350
後期
VII 新しき用語の泉 小林花眠 帝国実業学会 1922.12 8800
VIII 英語から生れた新しい現代語辞典 上田由太郎 駸々堂出版部 1925.1 2500
IX 大増補改版新しい言葉の字引 服部嘉香植原路郎 実業之日本社 1925.3 2950





















年代 辞典 出版年 収録語数 初出語数 比率（%） 語例
初期
I 1912 1284 1284 100 アーク灯　バーゲン・デー　ホテル
II 1913 898 633 70.5 アーティスト　アイコノクラズム
III 1914 5205 3532 67.9 アイディア　アイディアリスティック
中期
IV 1918 789 108 13.8 エスカレーター　ダイヤ　ヨーグルト
V 1919 1467 48 3.3 アーグス・カメラ　キネマ　クリップ
VI 1919 1166 264 22.6 アーセミン　インターホン　チップ
後期
VII 1922 2787 601 21.6 アパートメント・ハウス　アルバイト
VIII 1925 1272 99 7.8 チェーン・ストア　ファン　ビタミン
IX 1925 1727 244 14.1 アイス・ボックス　シナリオ　ラジオ








































































見出し語 初出例 年代 見出し語 初出例 年代
インスピレーション 日本絵画の未来 1890 インタレスト 嚼氷冷語 1899
ウイスキー 西国立志編 1870–71 エキス 植学啓原 1833
エックス光線 多情多恨 1896 エレベーター 風俗画報 1890
オーソリティー 哲学字彙 1881 オゾン 医語類聚 1872
カーテン 金色夜叉 1897–98 カード ³ 舶来語便覧 1912
カーブ 明六雑誌 1874 ガイド 朝野新聞 1889
カット 舶来語便覧 1912 カフェ 米欧回覧実記 1877
クーデター 毎日新聞 1888 クラシック 文海の藻屑 1890
ゲーム 美辞論稿 1893 コーラス 内地雑居未来之夢 1886
コスメチック 東京風俗志 1899–1902 ゴッド 古道大意 1813
コミッション 福翁自伝 1899 コモン・センス 福翁百話 1897
コルセット 藪の鶯 1888 コロタイプ 風俗画報 1900
コントラスト 筆まかせ 1884–92 サークル 舶来語便覧 1912
³ 表 5で網掛けになっている見出し語は，その初出例が大正以前でないものを示している。
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サーバント 欧米印象記 1910 サラリー 社会百面相 1902
サロン 米欧回覧実記 1877 ジアスターゼ 吾輩は猫である 1905–06
シーツ 不如帰 1898–99 シグナル 和蘭皿 1904
システム 物理学術語和英仏
独対訳字書
1888 シンガー 当世書生気質 1885–86
スイート・ハート 女子参政蜃中楼 1889 スイート・ホーム 福翁百話 1897
スイッチ 舶来語便覧 1912 スキー 伸子 1924–26
スケッチ 忘れえぬ人々 1898 スタート 学生時代 1918
スタイル 筆まかせ 1884–92 スタンプ 東京朝日新聞 1907
ストライキ 民情一新 1879 スフィンクス 外来語辞典 1914
スプーン 航米日録 1860 タイプ 覚書 1875–78頃
タイム 徳川氏時代の平民
的理想
1892 チケット 西洋旅案内 1867
チャーチ 自由之理 1871 チャンス 日本文学支骨 1893
チャンピオン 筆まかせ 1884–92 チョコレート 米欧回覧実記 1877
テーブル・スピーチ 舶来語便覧 1912 デザイン 大津順吉 1912
バイオレット 金色夜叉 1897–98 バニティー 人心の疑惑 1903
ハネムーン 花柳春話 1878–79 ヒーロー 小説神髄 1885–86
プアー 青春 1905–06 フィルム 秘密 1911
フィロソフィー 契利斯督記 1797 フォーク 栄力丸漂流記談 1856
ポリシー 明六雑誌 1874 ポリス 英政如何 1868
ボンネット 東京日日新聞 1888 マーク それから 1909
マーチ 遺言 1900 マーチャント 緑簔談 1888
マーブル 西国立志編 1870–71 マスク 青年 1910–11
マントル 舶来語便覧 1912 ミスター 西洋道中膝栗毛 1870–76
ミセス 藪の鶯 1888 メンバー 西国立志編 1870–71
モデル 当世媛鏡 1894 リズム 近代科学の傾向 1912
ルビー 浮城物語 1890 レベル 舶来語便覧 1912



























































































































































　大正中期の外来語の特徴として見逃せないのは，「外 +外 +外」「外 +外 +外 +外」「外 +外 +
外 +外 +外」といった，二つ以上の構成要素による長い外来語の出現である。その主なものを例
示すると，次の通りになる。
アップ・ツー・ミニット（up to minute）　インターナショナル・ポリス・システム（international 
police system）　グレート・ディタミネーション・セール（great determination sale）　グレート・デ
パートメント・マネージャス・セール（great department manager’s sale）　グレート・テン・パー
セント・ディスカウント・セール（great ten percent discount sale）　グレート・ワン・セント・セー
ル（great one cent sale）　ザ・サマ ・ーアジャストメント（the summer adjustment）　セーム・カラ ・ー
ディスプレー（same color display）　ミニット・ディスプレー・メソッド（minute display method）
ドクトル・オブ・フィロソフィー（doctor of philosophy）　バランス・オブ・トレード（balance of 
trade）　リリー・オブ・ザー・バレー（lily of the valley）　レビュー・オブ・レビュー（review of 
review）
































































キネマ・カラー（kinema color）　キネマ・ショー（kinema show）　キネマ・ドラマ（kinema 
drama）　キネマ・ニュース（kinema news）　キネマ・ファン（kinema fan）　サイレント・プレ （ーsilent 
play）　サティリカル・ドラマ（satirical drama）　ラジオ（radio）　シネマトグラフ（cinematographe）
スクリーン（screen）　スクリーン・サン（screen son）　スクリーン・プレ （ーscreen play）　スクリー
ン・マザー（screen mother）　デビュー（debut）　ネーム・プレート（name plate）　フォト・プレー
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A Quantitative Research on the Increase of the Taisho Period Loanwords
DENG Mu
Central South University / Visiting Researcher, NINJAL [–2010.09]
Abstract
According to previous research, the early Taisho period marked the beginning of a dramatic 
increase in loanwords in Japanese. Th e investigation reported in this paper used 10 new-word 
dictionaries to extract a sample of 17,911 loanwords. Th e Taisho period was divided into three sub-
periods (early, mid, and late), and each sub-period was examined quantitatively.
  Th e results show that about 80 percent of the loanwords in the sample were listed in the early 
Taisho sources, which means that many of them were borrowed into Japanese in the Meiji period 
or earlier. In addition, each sub-period of the Taisho period showed diff erent characteristics.
Key words: Taisho period, loanword, new-word dictionary
